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佐賀大学文化教育学部附属特別支援学校校長久野 建夫
本校は，昭和53年(1978)に創設されて以来，本校の研究は実賎研究の「積み上げj裂を基本スタイル
として，その成果を報告してきました。
近年は，兜童・生徒の現在及び将来の豊かな社会生活をめざして， 3期にわたって実践に取り組んで
きました。研究の経緯は以下の通りです。
第8期(平成14年"-'15年)r豊かな社会生活への移行をすすめるための小中高一貫した個別の教育支護の在り方j
第9期(平成16年"-'1 7年)r豊かな社会生活への移行をすすめるための個別の教育支援システムの構築をめざしてJ
第10期(平成18年"-'20年)r豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追求J
本校は，平成19年度より校名を佐賀大学文化教育学部鮒属特別支援学校と変え，地域の特別支援
教育へのセンター的役割を一層推し進めて参ちました。
平成21年に入って，捧害者自立支援法の改正が論議されるようになり，障害のある人たちの生活や就
労様式も大きく変わりつつあります。私たちはこの動きを理解し，児童生徒の卒業後の生活のイメージを
本人・保護者・関係機関とともに正確に築きながら，将来の生活がより豊かなものになるように取り組んで
いかなくてはなりません。また， r知的障害者の確かな就労を実現するための指導内容・方法に関する研
究J(平成20年3月国立特別支援教青総合研究所)において，今後の知的障害教育における職業教育，
進路指導の充実を図る視点に立って，これまでの概念が「キャリア教育jの視点で整理され， j尼童生誌の
早期からの勤労観，職業観の育成を図る観点で「キャリア発達段階・内容表(試案)Jが示されたことを騒
まえ，今後の実践を進めることが求められています。
そこで，これまでの研究の流れに立蹄して，第11期(平成21年~22年)の研究では， r豊かな社会生活
への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追究一一人一人にJeじたキャリア発達の支援の在り方
-Jを主題としました。本校の学習の場面では，豊かな社会生活を，職業(日中活動を含む)生活・家庭
生活・余暇活動の3つで、くくり本人の特性に応じてバランスよく構成した， rはたらく生活jという捉え方を用
いています。小学部では， w人とかかわる力を育てるための教育支援の在り方-rみんなでベんきょうjを
中心にした授業実賎をとおして一~，中学部では， w人間関採形成能力を伸ばすことを中心に，中学部の
キャリア発達を支える教育実践一人間関係づくりを進める取り組みが支援のためのアセスメントシートの
活舟-J1高等部では， w社会生活への移行をめざした教育実践ーキャリア教育の視点からの生活づく
り-~をテーマとして，それぞれ児童生徒の発達の段階と学部の特性を踏まえて研究を行ってきました。
2年間の研究期間の最終年にあたる今回の研究発表では，これまでの取り組みの全てを紹介させてい
ただきます。そして，ご参会いただきました先生方のご意見やご指導を賜り，更に今後の研究を発展させ
て参りたいと思っております。
本研究報告に際しまして，御後援いただきました佐袈県教育委員会，佐賀市教育委員会，佐賀県特
別支援教育研究会の各位に深く感謝の意を表します。更に記念講演をいただきます愛媛大学教育学部
教授 上興一世先生をはじめとして，指導・助言者の先生方に厚くお礼申し上げます。
おわりに，本校の教育実践に自壌からご指導，ご協力いただいております関係機関の方々，並びに保
護者の方々の献身的な御協力に対して心から感謝申し上げ，ごあいさつとさせていただきます。
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第 l 章
全校研究の概要
第11期研究の取り組み
1 研究チーマ
豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一費した教育支援の追究
一一人一人に応乙たキャリア発達の支援の在り方一
小学部 人とかかわるカを膏てるための教膏支援の在り方
-rみんなでベんきょうj を中心にした接業実践をとおしてー
中学部 人間関保形成能力を伸ばすことを中'i)!こ，中学部のキャリア発達を支える教育英議
一人間関係づくりを進める取り組みと f支譲のためのアセスメントシートjの活用一
高等部 社会生活への移行をめざした教育実践
ーキャリア教育の視点からの生活作りー
2 子ーマ設定の理畠
(1) 社会構勢
これまで知的障害教育では，職業教育を教育課麓の中心に位置付け，学校卒業後の一人一人の児
童生徒にあった自立及び社会参加をめざすために必要な知識，技能及び態度の基礎を身につけるこ
とをねらいとし，教育実践が積み重ねられてきた。
今告では，障害のある人が生き生きと社会生活を営めるように障害者自立支援法が施行され，障害福
祉施策，捧害者雇用施策が強化されている。障害のある人の雇用機会の拡充に向けて福祉，教育，労
働がこれまで以上に連携を深めるとともに，適切な役割分担の下，就労支援ネットワークの構築と充実が
求められている。
そのような背景で，社会への矯渡しとなる教育の分野で「キャリア教育Jという文言が教育施策の審議
等の中で、用いられるようになったのは，r初等中等教育と高等学校との接続の改善についてJ(平成11年
12月中央教育審議会)が初めてであり，学校教育と職業生活の接続の改善の具体的方策として，小学
校段階から発達段階に応じて「キャリア教育Jを実施する必要があると提言された。以降，r児童生徒の職
業観、勤労観を育む教育の推進についてJ(平成14年日月国立教育政策研究所生徒指導研究センタ
)ーrキャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書J(平成16年1月文部科学省)にお
いて， rキャリア教育j導入の経緯， r勤労観，職業観jの定義， rキャリア教育j導入の意義等についてま
とめながら，我が国における「キャリア教育Jの推進のための方策が提言されてきた。その提言に基づく具
体的取り組みゃ事例等を紹介することで，各学校が「キャヲア教育Jの一層の推進と充実を国れる.ように
「キャヲア教育推進の手ヲト児童生徒一人一人の勤労観・職業観を育てるためにつ(平成18年11月文部
科学省)が作成された。さらに， r知的障害者の確かな就労を実現するための指導内容・方法に関する研
究J(平成20年3月国立特別支援教育総合研究所)において，今後の知的障害教育における職業教育，
進路指導の充実を図る視点から，これまで、の概念を「キャリア教育jの視点で、整理し，先輩生徒の早期か
らの「勤労観，職業観の育成jを函る観点、で「キャリア発達段階・内容表(試案)Jが作成された。このように，
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文部科学省の答申や研究機関の研究において「キャリア教育Jfこ関連した様々な内容が取切上げられ，
教育改革の重点行動計画に位置付けられるようになってきた。
本県においては， r佐賀県新障害者プランさがチャレンジドプラン一地域での自立生活に向けて-J (平
成21年3月)が計麗され，就学前から学校卒業後までの一貫した支援を基本方針のーっとして，療育・教
育体制の充実，社会参加の支援，働く場の確保が進められている。
(2) これまでの研究経過
本校ではf教育実践の成果は，児童生徒の学校卒業後の生活のありように表れるJという想いのもと，
社会情勢や教育施策を踏まえ，児童生徒の実態や特性に応じ，さらに将来の生活を見据えたよりよい教
育支援の在り方を求め， 11期32年聞にわたって実践研究に取り組んできた。
これまでの本校研究の流れは，次のように〔義 金一日表すことができる。
〔嚢金一1)本校頚究経過
第1期 1978-本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践
1980 一社会生活適応能力の向上育成をめざす教育ー
第2期 1981 本校の児童・生徒の実誌に応じた教育課程の編成と実賎
「領域教科を合わせた指導j
1982 本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践
「教科(国語・算数・数学)，養護・言1練の指導j
1983 本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践
「特別教育活動・道徳の指導J
第3期 1984-「児童・生徒の特性に適合した教育実践の姿jとはどのようなものか
1988 一指導法，指導の場及びその実践構造一
第4期 1989-変容の実感(その1はたらく)
1995 一小中高各学部，家庭，地域のそれぞれの実践を交流し合いながら“はたらく"ことを
テーマにした生活づくりをすすめる一
第5期 1996-自立をめざす小中高一貫した教育課穫の編成と実践
1997 
第6期 1998-社会生活への移行をすすめるための小中高一貫した教育支援の在り方
1999 
第7期 2000-豊かな社会生活への移行をすすめるための一人一人のニーズに応じた教育支援の
2001 在り方
第8期 2002-豊かな社会生活への移告をすすめるための小中高一貫した個別の教育支援の在り方
2003 
第9期 2004-最かな社会生活への移行をすすめるための個別の教育支援シスァムの構築をめざし
2005 て
第10期 2006-豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追求
2008 一将来の「はたらく生活jをめざして一
第11期 2009-豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追究
2010 一一人一人に応じたキャリア発達の支援の在ち方一
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本校では阜くから，関係機関を交え家庭とも協働し，将来像を見据え現在どのような指導内容に重き
を置くべきか，三者でミー ティング、を行ってきた。ミー ティング、で確認、されたことを， r個別の教育支援計
酒Jや「個別の指導計画」で整理し，教育実践の手がかりとしてきた。そのことで，現在の生活はもちろん
将来の社会生活を豊かにするための道筋が明らかになってきた。また，学部移行の際，職員間で，必要
な場合には家庭も交えて，どのような支援が必要であるか引き継いできたことは，これまでの研究の成果
と言えよう。
また，本校では進路指導重点項目として，在宅者ゼロを目標に掲げている。ここ数年の卒業後の進蕗
状況を見てみると，在宅の割合は限りなくゼロに近い。卒業後すぐの進路先への移行は，待機待ち等の
理由によりゼロではないが，少なくとも卒業1年後の進路先への移行は実現できている。
しかしながら，長期に護る安定した就労を切り口として分析してみると，職業評価の上では作業スキル
が高く十分に就労できる力はあるものの，離職してしまうケースは少なくない。その理由として，コミュニケ
ーションを図ることが難しく相手の気持ちを捉えにくい，社会生活での役割やノレールを受け入れにくい，
意志決定に伴う責任の下よりよい方向に決めることができずに，本人が自信を失い良好な人間罷係を築
けないなどが挙げられる。
これらのことは，社会への出口である高等部での指導・支援だけでは難しく，小学部から将来の社会
生活へ向けて段階的に準備を進め，小中高一貫して一人一人に応じたfキャリア発達jを形成していく必
要がある。つまり，児童生徒が教師の計画的な支援・指導の下，成功体験を味わいながら自信を持ち，
勤労観・職業観を培い，主体的な社会生活へ向けて準備を進めていくことである。
小中高一貫して研究を進めてきた本校研究を振り返ってみる。これまで全校研究の大枠はあるものの，
各学部がそれぞれに藍面する課題に対して研究を進めてきた。各学部の研究においては，それぞれの
研究計画の基，教育実践をとおしながら検証を進めてきたが，各学部の誼う役割について全校研究の中
で十分な共通理解が図れておらず，その結果，どのような視点で児童生徒を一貫して育てていくべきか，
他学部の研究成果を有効にフィードパックするまで、には歪らなかったと考えられる。
(3) 研究にあたって
今期研究では，各学部の役割と小中高一貫した教育内容について着目することにした。
児童生徒は，それぞれの学部の教育課程で、学び小中高と進級・進学していく。その中で，各学部にお
いて何を大切にして教育活動を展開するのか。一人一人の児童生徒の将来像を見措え，優先すべき課
題に対して，段階に応じて，どのような手だてを講じ繋げてし、くべきか。児童生徒がこれまで獲得してきた
力をどのように生かしていけばよいのか。社会への榛渡しである学校としての役割，また各学部が担う役
割を再度全体で検討することで，共通して学校として取り組んでいくことと，各学部がその時期に必要な
こととして取り組んでむ、くことを桔互に考え，社会生活への移行と， 10年後20年後さらには生謹にわたり安
定して生き生きと豊かな社会生活を営んで、し、くことをめざしたい。
そのために，勤労観・職業観の育成は不可欠であるが，娃期間で築き上げることは難しい。そこで各学
部が，発達段階の時期をどのように捉え，一貫して支援・指導を行っていくべきか考えていきたい。また
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児童生徒の特性の理解と， PDCAサイクノレを活用し，一人一人に応じた豊かな社会生活の実現に迫りた
い。このことは， rキャリア発達Jをどのようにして形成してしてかである。
以上の理由により，今期研究テーマを「豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支
援の追究…一人一人に応じたキャリア発達の支援の在り方-Jとして研究に取り組むことにした。
3 研究目的
小中高一貫して，一人一人に応じた「キャリア発達Jを育むために，必要な教育支援の在り方を探究す
る。
ヰ 研究内容
(1) 本校における fキャリア教審jの捉え方
(2) 本校における rキャリア教育全体計部jの作成
5 研究方法
(1)について
本校iこおける『キャリア教育jの捉え方
• rキャリア教育Jの動向についての文献研究を行う。
・これまでの教育実践の基，本校における「キャリア教育Jの進め方を議議する。
・これまでの教育実践の基，本校における「キャリア発達設階jについて協議する。
(2)について
本授における fキャリア教育全体計画jの作成
・本校のこれまでの取り組みをfキャリア教育Jの視点で見室す。
・小中高一貫してfキャリア発達jを育むための， rキャリア教育全体計画jを作成する。
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金一2)を立て，取り組む。
親紫雲十蕗
研究計画は，以下のように計画〔護
6 
金一2)輯究計調
研究事項 主な内容
0研究課題の整理 ‘O前期研究の成果と課題
平 0研究主題の整理 0今期研究の基本的な考え方
成 0研究主題に関する基礎窃究 orキャリア教育jの動rPl
21 0研究構想、 0本授におけるfキャリア教育の在り方jの協議
年 0各学部における研究推進 0各学部における研究主題・研究内容・研究方法の検討
度 orキャリア発逮Jを育む教育実践①
01年次のまとめ orキャリア全体計画(案)Jの検討
01年次の成果と課題の整理
02年次の研究の方向性
。前年度の研究の成果と課題の確認 0今年度の研究の方向性の確認
平 0各学部における研究推進 orキャリア発達jを育む教育実践②とそのまとめ
成 0研究のまとめ orキャリア全体計彊Jの検討
2 02年間の取り組みの全体検証とまとめの方向性
年 0第15回研究発表会報告 0耕究のまとめと報告
度 0折究の総まとめ 0研究の成果と課題の整理
0次期研究への提言
〔表
???????
研究推進委員会
全体研究会
拡大研究部会
研究部会
欝究懇畿ア
???????????
学部研究
小学部 中学部
金-1)研究組織留
5 
〔密
年間を通して下記のように，定期的に研究を進めるための会を計画する。
欝研究部会;火曜日(丹3'"'-'4部)…全学部の研究部員が集まり学部の敦り組みや調整等協議する。
欝学部研究会;水曜日(毎週14:0'"'-')…学部の研究の方向性を確認し実践について協議する。
義勢拡大研究部会;水曜日(月1回程慶14:00'"'-'15:00)…全校講究の方向性の確認や出張報告会など
の発信を行う。
欝研究推進委員会(丹1-2回)…全校・学部研究への助言と研究発表会の企画推進を行う。
畿全体研究会(年間4-5自)…全校・学部研究への意見交換等協議する。
[文献第1章]
1)佐費大学教育学部附属養護学校(1981)研究紀要第l集一(1996)研究紀要第4集
2)佐賀大学文化教育学部耐震養護学校(1981)研究紀要第5集一(2006)研究紀要第13集
3)佐賀大学文化教育学部附属特別支援学校(2009)研究紀要第14集
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